
日本共産党中央区議団ニュース

第５７１号 2011年12月18日

日本共産党中央区議団

中 央 区 築 地 １－１－１
電 話 ３５４６－５５６３
ＦＡＸ ３５４６－９５７０

第
４
回
定
例
会
最
終
日
と
な

る
11
月
30
日
の
本
会
議
で
、
国

に
放
射
能
問
題
へ
の
対
応
を
求

め
る
二
つ
の
「
意
見
書
」
（
下

記
参
照
）
が
全
会
派
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
「
意
見
書
」
は
、
日
本
共
産
党

区
議
団
作
成
の
案
文
を
も
と
に
他
党
と
の
調
整

を
お
こ
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

一
方
、
日
本
共
産
党
区
議
団
が
提
案
し
た

「
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

へ
の
参
加
表
明
を
撤
回
す
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
」
に
つ
い
て
は
、
幹
事
長
会
で
、
み
ん
な

の
党
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は

賛
成
」
と
の
理
由
で
反
対
、

他
会
派
か
ら
も
「
今
回
は

見
送
り
」
の
意
思
が
表
明

さ
れ
た
た
め
ま
と
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
区
民
の
立

場
に
立
っ
た
積
極
的
な
提

案
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

妊
産
婦
、
胎
児
、

乳
幼
児
へ
の
放
射

線
の
健
康
影
響
に

つ
い
て
、
国
に
お
い
て
正
確
な
情
報
が
示

さ
れ
な
い
な
か
、
様
々
な
不
安
を
抱
え
て

生
活
し
て
い
る
方
が
中
央
区
に
も
い
ま
す
。

「
意
見
書
」
は
、

①
妊
産
婦
が
、
放
射
線
の
胎
児
や
母
乳
へ

の
影
響
そ
の
他
日
常
生
活
の
疑
問
及
び
不

安
に
つ
い
て
相
談
し
、
最
新
の
情
報
を
基

に
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
ら
れ
る
相
談

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
。

②
妊
産
婦
、
胎
児
及
び
乳
幼
児
に
対
す
る

放
射
線
の
健
康
影
響
に
つ
い
て
、
よ
り
具

体
的
で
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
を
行
う

こ
と
。

を
国
に
求
め
て
い
ま
す
。

福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ
る
農
林
水

産
物
へ
の
放
射
能
汚
染
は
、
食
品
中
の
放

射
性
物
質
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
の
低
線
量

内
部
被
ば
く
、
母
体
を
介
し
た
胎
児
や
乳

児
へ
の
影
響
な
ど
、
様
々
な
不
安
を
区
民

に
抱
か
せ
て
い
ま
す
。

「
意
見
書
」
は
、

①
安
全
な
食
品
が
確
実
に
流
通
し
、
消
費

さ
れ
る
よ
う
、
市
場
流
通
前
の
食
品
検
査

体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。

②
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
に
関
す
る

迅
速
か
つ
正
確
な
情
報

提
供
を
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
直
接
国
民
が
問
い
合
わ
せ
で
き
る

相
談
窓
口
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

を
国
に
求
め
て
い
ま
す
。



ブログもごらんください 志村たかよしワールド 検索

ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（３
５
３
６
ー
６
３
０
９
）

12
月
９
日
の
区
民
文
教
委
員
会
で
、

「
明
正
小
学
校
改
築
基
本
計
画
（
案
）

の
中
間
ま
と
め
」
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
中
間
ま
と
め
」
は
、
明
正
小

改
築
に
あ
た
っ
て
、
今
年
の
３
月
18
日

に
設
置
さ
れ
た
「
明
正
小
学
校
改
築
準

備
協
議
会
」
が
、
こ
れ
ま
で
４
回
協
議

し
て
き
た
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

「
中
間
ま
と
め
」
の
概
要

報
告
に
よ
る
と
、
校
舎
は
６
階
建
て
、

北
を
頂
点
と
す
る
Ｌ
字
型
で
、
こ
れ
ま

で
の
外
観
に
配
慮
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

新
川
児
童
館
を
５
、
６
階
に
設
置
し
、

あ
わ
せ
て
、
子
育
て
交
流
サ
ロ
ン
「
あ

か
ち
ゃ
ん
天
国
」
や
幼
児
室
、
授
乳
室
、

情
報
交
流
サ
ロ
ン
、
相
談
室
を
新
設
す

る
と
し
て
い
ま
す
。
明
正
幼
稚
園
は
１
、

２
階
と
な
り
ま
す
。

小
学
校
に
は
放
課
後
の
居
場
所
「
プ

レ
デ
ィ
」
や
通
級
指
導
学
級
（
言
語
障

害
や
難
聴
な
ど
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
が
、
在
籍
し
て
い
る
学
校
か
ら
週
１

回
、
個
別
指
導
の
た
め
に
通
う
学
級
）

が
設
置
さ
れ
ま
す
。

児
童
館
、
小
学
校
、
幼
稚
園
へ
の
入

口
は
そ
れ
ぞ
れ
別
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
フ
タ
付
き
で
校
庭
に
あ
っ
た

プ
ー
ル
は
、
屋
上
に
設
置
さ
れ
ま
す
。

体
育
館
は
３
階
で
、
防
災
倉
庫
は
、

１
階
（
地
域
用
備
蓄
）
と
体
育
館
入
口

（
避
難
所
用
備
蓄
）
の
２
ヶ
所
に
配
置

さ
れ
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
試
掘
調
査
を
実
施

明
正
小
学
校
の
そ
ば
に
越
前
堀
児
童

公
園
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
あ
た
り
は

松
平
越
前
守
の
中
屋
敷
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
区
が
夏
に
埋
蔵
物
の
調
査
を

し
た
と
こ
ろ
、
建
物
の
痕
跡
や
江
戸
時

代
の
陶
磁
器
な
ど
、
収
納
コ
ン
テ
ナ
で

10
箱
分
が
出
土
し
ま
し
た
。

ひ
き
つ
づ
き
、
発
掘
調
査
を
来
年
の

８
月
～
11
月
に
か
け
て
行
う
予
定
で
す
。

復
興
小
学
校
の
記
録
保
存
も

復
興
小
学
校
と
し
て
の
建
物
の
概
要

調
査
、
建
物
仕
様
の
調
査
、
実
測
調
査
、

記
録
写
真
撮
影
な
ど
に
よ
る
記
録
保
存

を
お
こ
な
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
主
体
で
作
っ
た
学
校
」
と

な
る
よ
う
区
は
さ
ら
に
努
力
を

「
改
築
準
備
協
議
会
」
は
、
学
校
、

幼
稚
園
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
通
学
区
域
内
の
町

会
長
な
ど
地
域
関
係
者
、
区
職
員
で
構

成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
４
号
の
「
協
議
会

だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

「
地
域
主
体
で
作
っ
た
学
校
」
と
な

る
よ
う
、
地
域
の
意
見
・
要
望
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
て
努
力
す
る
こ
と
が
区

と
教
育
委
員
会
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。


